
 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年度，学校法人比治山学園の設置校（大学院，大学，短期大学，高等学校，中学校，幼稚園）の質保証に

かかる点検・評価及び恒常的な改善・改革を支援する組織として，比治山学園教育研究開発センターを設置いたし

ました。 

比治山大学・比治山大学短期大学部では，平成 19 年度に設置した高等教育研究所を母体として，令和 2 年度に

高等教育研究開発センターを設置し，理念・目的，教育目標及び各種方針の実現に向けて，教育の質保証と中長期

的な計画を踏まえ，自ら点検・評価を行い，改善を支援する組織として活動してまいりました。こうした活動から

得られた様々な知見を活かし，設置校へと拡大することで更なる発展を目指しています。 

 

◇センター長挨拶（比治山大学・比治山大学短期大学部 学長補佐 谷川 宮次） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇教育研究開発センター業務 

(1) 教育に関する基礎的・実践的研究 

(2) 教育及び管理運営に関する情報の収集・分析 

(3) 内部質保証にかかわる点検評価システムの開発と実施 

(4) 教職員の職能開発と実施 

(5) その他，センターの目的達成のために必要な事業 

 

◇当センター委員 

センター長    谷川宮次 （比治山大学短期大学部） 

評価・IR 部門長   谷川宮次 （比治山大学短期大学部） 

センター員（評価・IR 部門）  中村孝  （比治山大学） 

センター員（評価・IR 部門）  小石浩嗣 （比治山女子高等学校・中学校） 

教育・開発部門長   佐々木淳 （比治山大学） 

センター員（教育・開発部門）  小林祥一 （比治山大学） 

センター員（教育・開発部門）  窪田明子 （比治山女子高等学校・中学校） 

センター員（教育・開発部門）  中井由里 （比治山大学短期大学部付属幼稚園） 

職業そのものが抜本的に変わることが予測される社会の到来で，一人一人の可能性を最大限

に引き出すためには，幼児教育から高等教育まで，一貫性をもって，幅広い社会のニーズに応

えることができるよう，教育や学習の在り方に大きな変容が求められます。 

そのために本学園においても，一体となって，現状を正しく分析・把握し，エビデンスを基

にして制度等の改革に活かすことを進めていかねばなりません。本センターの果たす使命や役

割の重さを十分に自覚し，運営してまいります。 

教育研究開発センター 

CHIE Center for the Study of Hijiyama Institutional Research and Education Development 



 

 

◇組織 

  評価・IR 部門では，学校法人比治山学園各設置校の内部質保証に係る点検・評価を行うことで，課題を発見

し，次なるアクションへとつなげていきます。 

教育・開発部門では，評価・IR の分析等に基づき，教育方法の開発を中心として，課題に対するアクションと

なる教育開発の提案を各設置校に行います。 

さらに，評価・IR 部門では，これらのアクションに対し効果検証を行うことで点検・評価の PDCA サイクルを

回していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ワーキンググループ 

評価・IR 部門 大学ワーキング 

谷川宮次 中村孝 北野美和 片山美紀 坂本みのり 

 

教育・開発部門 大学ワーキング 

佐々木淳 山﨑真克 小林祥一 広瀬京子 竹迫晴絵 酒井なつみ 

 


